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【 は じ め に 】 平 成 2 5年 9月 3 日 （ 症 例 1）、 1 2月 1 8 日 （ 症

例 2 ）、 1 2 月 2 6 日 （ 症 例 3 ） に 、 1 6 万 羽 飼 養 の 管 内 採 卵

養 鶏 場 で 、 大 腸 菌 症 が 継 続 発 生 。 3 症 例 か ら 分 離 し た

大 腸 菌 （ E c ） の 保 有 病 原 因 子 等 を 調 査 し た 。【 材 料 及

び 方 法 】 3 症 例 か ら 分 離 し た E c 1 0 株 （ そ れ ぞ れ 2 株 、 4

株 、 4 株 ）、 対 照 株 と し て 過 去 の 大 腸 菌 症 由 来 E c 株 及

び 健 康 鶏 由 来 E c 株 を 用 い た 。 一 般 性 状 検 査 と し て O 群

血 清 型 別 、 生 化 学 性 状 検 査 、 薬 剤 感 受 性 試 験 、 分 子

疫 学 的 性 状 解 析 と し て 、 プ ラ ス ミ ド プ ロ フ ァ イ ル （ P

P ） 法 、 P C R 法 に よ る 病 原 因 子 関 連 遺 伝 子 の 検 索 （ a s t

A 、 i s s 、 i r p 2 、 p a p C 、 i u c D 、 t s h 、 v a t 、 c v i / c v a ）、

多 座 位 配 列 タ イ ピ ン グ （ M L S T ） 法 を 実 施 し た 。【 結 果 】

分 離 し た E c 1 0 株 は 全 て 血 清 型 O 7 8 で 、 一 般 性 状 及 び 分

子 疫 学 的 性 状 は 同 じ で あ っ た 。 分 子 疫 学 的 性 状 解 析

に お い て 、 分 離 E c株 と 過 去 の 大 腸 菌 症 由 来 E c株 （ O 7 8 、

2 株 ） を 比 較 し た と こ ろ 、 各 株 は M L S T 解 析 で は 同 一 ま

た は 近 縁 の ク ロ ー ン の 集 団 に 属 し て い た が 、 P P パ タ

ー ン 及 び 病 原 因 子 保 有 状 況 は 異 な っ て い た 。【 考 察 】

以 上 の 結 果 よ り 、 継 続 発 生 し た 大 腸 菌 症 3 症 例 は 同 一

由 来 の E c に よ る も の と 考 え ら れ た 。 E c の 分 子 疫 学 的

性 状 解 析 法 は 、 P F G E 法 、 M L S T 法 、 P P 法 の 他 、 病 原 因

子 の 検 索 が 有 用 で あ り 、 今 後 、 更 に 多 く の 症 例 に つ

い て E c病 原 因 子 の 保 有 状 況 等 を 調 査 し た い 。


